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インターネットとヒューマンコミュニケーション

HCG運営委貞長
淀川英司(工学院大学)

ここ数年の我が国におけるイン
-ネットの爆発的な普及状況を

＼　J　　　みると､まさにインターネット革
pLuSb　命が進行中であることを実感する.

インターネットは通信とコンピュータの融合のみな

らず､さらには放送の分野までも取り込んで大きく

発展しつつある｡そして､その影響は情報通信の分

野だけでなく､政治､行政､経済､社会､教育､研

｢等ほとんどあらゆる分野に急速に浸透しつつある｡

インターネットは音声だけでなく､文字､データ､

カラー静止･動画像を世界中でやりとりできる地球

規模の情報通信ネットワークである｡インターネッ

トを用いたコミュニケーションの大きな特徴は､双

方向性とマルチメディアとグローバルにあるo　これ

らは､より自然で望ましいヒューマンコミュニケー

ションにとって基本的な要素である｡今後､技術開

発も一層進展し､インターネット端末は電話のよう

に各家庭に無くてはならない最重要な課題がある｡

それは､ ｢人にやさしい､使い勝手のよいシステ

ム｣の開発である｡特に我が国は高齢化社会に入り
つつあり､インターネットは子供からお年寄りにい

たるまで気軽に簡単に使えるものでなければならな
い｡すなわち､一人ひとりが実の豊かな高度情報化

喜
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社会を享受できるようになるか否かの鍵は､ヒュー
マンインターフェースが握っているo

そこで､インターネットを例にとり､これからの

ヒューマンコミュニケーション研究の方向とあり方

について若干展望してみたいo

近い将来､家庭におけるインターネット機能をも
つ情報通信端末はロボット化していくことが予想さ

れるo現在のパーソナルコンピュータやプアミT)-

コンピュータは､やがてパーソナルロボットあるい

はファミリーロボットと呼ばれるようになるであろ

うo　そのようなロボットは人間のように耳､目､ロ

をもち､視聴覚機能と発声機能を備えたものになっ
ているであろう｡そして､通信だけでなく家庭内の

あらゆる電気製品を制御し､外部のデータベースか

らの情報検索を行って質問に答えてくれたり､ゲー

ムの相手もつとめてくれるなどのようなことが可能

となってくるであろう｡また､オフィスでは秘書の

役割を一部代行してくれるようになると思われる｡

さらに､危険性のないソフトな腕が開発されると､

病人やお年寄りの介護の手伝いをしてくれることも

考えられる｡

さて､このようなロボットを製品としてイメージ

すると,家族の一員のような親しみを感じるもの､

愛着をもっていつまでも使いたくなるようなものが

欲しくなる｡すなわち､ ｢感性｣に訴えかけてくる

製品が望まれる｡最近､特に我が国において､感性
の重要性が認識されるようになり､関心も高まり､

｢感性情報処理｣や｢感性工学｣といった分野が形
成されつつある｡これからの技術･製品開発にとっ

て､ ｢感性｣は考慮すべき重要なポイントのひとつ

と考えられる｡

情報通信技術がいかに進歩しようとも､コミュニ

ケーションにおける送･受信端は人間の脳である｡

従って､望ましいヒューマン･マシンインターフェ
ースは人間の行動特性および知覚･認知･学習･記

憶特性と整合がよくとれたものであることが必要で

ある｡そのためには､人間の脳における情報処理メ

カニズムの研究が必須であるo幸い､我が国では､
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HCGニューズレタ- (電子情報温情学会誌第884号平成10年1月25日発行付録)

1995年11月に科学技術基本法が可決成立した｡そ

の後､この法律に則った具体的な研究課題のひとつ

として､ ｢脳研究｣が取り上げられ､脳を｢知る｣

｢守る｣ ､ ｢創る｣をキーワードとして､脳研究の

巨大プロジェクトがスタートしている｡従って､今

後脳機能の解明に向けての研究が大いに活性化する
と考えられるo

インターネット技術の進展によって､より便利で

より豊かな情報化社会実現への展望が開けてきてい
るが､インターネットには｢コンピュータ犯罪｣や

｢倫理問題｣などに代表される影の部分もあること

を見落としてはならない｡このような問題に対して

は､技術的な検討だけでなく､社会科学的､人文科

学的検討も行うことが必要である｡

以上のような観点から､当ヒューマンコミュニケ
ーショングループ(HCG)の果すべき役割は極めて重

要である｡一人でも多くの研究者､技術者､学生に

ヒューマンコミュニケーション研究に興味をもって

いただき､活動に参加していただきたい｡

'97日本版学会大会(フォーラム顔学)の報告

橋本周司(早稲田大学)

本学会の和文論文誌AとDIlの

平成9年8月号は､ ｢顔｣特集号

で多数の論文が掲載されたが､そ
の発行と同じ時期に､日本顔学会

の第2回大会｢フォーラム顔

学'97｣が開催された｡会期は8月

30日から2　EI間で会場は第1回と同じく国立科学

博物館分館であった｡参加者は約3 0 0名で会員の

約50%が出席するという新しい学会ならではの盛

況であった｡

初日の哲学者鷲田清一氏(大阪大学)の基調講演

｢顔学の魅力｣ ､ 2　日目の美術解剖学の趨氏(ソウ

ル大学) ､化粧文化論の村揮氏(ポーラ文化研究

釈) ､人類学の馬場氏(国立科学博物館)の3氏に
よるパネル鼎談｢どう見る日本人の康一内から外か

ら-｣の特別企画の他､ 26件の一般演題発表と1

1件のポスター発表が行われたo

基調講演では､いくつかの切り口で顔研究の奥行

きの深さが示され､近代科学の固定観念を崩す新し
い科学としての頗学への期待が述べられたo

鼎談では､ ｢顔ではなくて心だよ｡｣なとと言い
つつ本当はいつも顔を気にしている日本人の顔につ

いて､人類学および比較文化論的視点を中心に議論

が展開された｡特に韓国人研究者から見た｢日本人
の顔｣感は興味深かった｡

この学会の-@泊さは､一般演題発表のセノション

名を見れば判るoつまり､初日から順番に､ ｢顔と

文化｣ 6件､ ｢顔と歯学｣ 6件､ ｢顔と美容､健

康｣ 4件､ ｢顔と工学｣ 4件､ ｢顔と医学､人類

学｣ 6件､である｡これらの多様な発表がシングル

トラノクで行われたため､参加者はすべてを聞くこ

とができた｡日本顔学会には､ヒューマンコミュニ

ケーション(HC)グループと重なる工学系の会員

もかなりいるが､歯学､医学､美容､人類学など工

学系の学会では､お目にかかれない人種が入ってい
るo発表もそれぞれのスタイルがあり興味深かったo

締策なスライドを多数見せてくれる講演､ oHP　も

スライドも使わず正に｢顔｣と言棄だけの講演､講

演というより実演に近いもの等々があり､内容も

｢光相関演算による顔認識｣というような光計算機
に関する先端技術から､ ｢′ト顔に関する一考察｣な

どという文化論にまで渡っている｡

この対比はポスター会場でさらに鮮やかになる

心理学のポスターの隣に､計算機による似顔絵シス

テムのデモがあり,その横では生身の似顔絵師が参

加者の求めに応じて似顔絵を描いている｡さらに､

その奥ではメイクアップの実演が女性達を集めてい
る｡この大会のポスターセッションは,スペースと

時間が十分に取られているため､普段は出会わない
異分野の人達の格好の交流の場となっているo

初日の夕方からの懇親会は博物館展示室で行われ
た｡工学系の学会に比べて,女性の参加者(皆さん

魅力的な人たち)が多く､アンモナイトや恐竜の化

石の間のあちこちで､化粧から画像処理,解剖学ま
で様々な話題の花が咲いた｡この学会の良いところ

は､専門が異なる人たちの間の垣根が感じられない

ところである｡難しい言葉を使わず｢顔｣を軸とし

た議論が楽しく行われている｡香原会長の話にもあ

ったが､顔は誰もが持っている｡顔に関しては誰も

が素人であり､誰もが専門家なのである｡

大会は､開催日を土日の週末にして､職業と関係

なく純粋に個人として顔に関心がある人達も参加tー＼

易いように配慮がなされているo　このような人と言h

をすると､知的興味から始まる学問というものの原

形を見る思いがする｡とにかく､ ｢顔学｣の広がり

と奥深さを実感させられると同時に､学際的新分野
の学会のひとつの在り方を見た2日間であったo　ま

た､会期中に内外の報道機関の取材なと'もあり､顔

学会が顔に対する世の中の潜在的な関心を引き出し
つつあることが感じられたo

我がHCグループのスペクトルも従来の電子情報

通信学会の枠にはまらない新しい分野に拡がってい
るo顔学会とはまた異なった独自の新鮮さと新分野

特有の熱気を広く共有し､さらに発展する努力を続
ける必要があると思った｡

日本顔学会の次の大きな催しとしては､原島委員

長の頃からHCグループが協力してきた恒例のシン

ポジウム｢顔｣が､3月7日(土)に早稲EB大学国

際会議場で予定されているo
-2



rlCGニュースレター(電子情報通信学会誌第884号平成10年】月25日発行付錦)

手話研究会の活動紹介･勧誘

はじめましてl I I

S 1 LE (Slgn LlngulStlC

Engineerlng)と申しますo

本年度から参加した新参
者です｡よろしくo

私たちは､サインデックス

(Slgndex) vlをこのほど

完成させました｡手話には

文字という符号がありませ
ん｡このことが自然言語と

しての手話の研究に大きな

障碍となっていました｡そこで､手話の動きのひと

_1とまり(手話語:苫声ぎ語の単語に近い)に対し

日本語に引きずられない共通ラベルを付けたのが

サインデックスです｡いわば手話の形から引く辞書

の見出し語ですo　国際的電子ネットワーク時代に通

用する形式で､基本的語粂約500語を作りましたo

サインデックスと動画を対にしたビデオ画像で公表

しています｡手話をこのサインデックスで記述する

ことにより､手話の研究者間の情報交換が盛んにな

り､手話の構造や文法の解明などの基礎的研究が大
きく進むことを期待しています｡

この例のように､私たち手話工学研究会は､言語学､

情報工学､教育工学､福祉工学なとの分野の研究者
が集まり､手話の解明やその応用の研究を推進する
のがE]的ですo　参加者の研究にはサインデックスの

他にも､手話記述法､手話一昔声通訳システム､辞

書検索法､手話アニメ-シヨン､手話伝送､手話学

習システムなどの研究等各方面に亘っていますo

手話はジェスチュアと同じだとか､人工言語だろう

と誤解されることが多いのですが､立派な自然言語

です｡しかしその文法はまだほとんど解明されてい
･一々せん0

.-話は指の形にだけ意味があるのではなく､手の動

き､掌の向き､顔の表情なと一にも言語情報が含まれ

ています｡たとえば､ ｢ (彼が)この本を買った｣

という場合､その前に彼を説明した場所を目で見な

がら｢この本を買った｣と表現します｡視線が

(級)という代名詞となっているのです｡

握りこぶしのままで､手話をやっても80%くらい

の手吉占は理解できるという実験もあります｡

このように､手話には音声言語にはない特色があり､

これらを情報工学などの手法で解明して行くことは

興味深い研究テーマです｡各方面の研究者の方々が
もっともっと手話に関心を持って､本研究会に参加

していただきたいと思っています｡

参加希望･お問い合わせは
sJle-Jlmu@LeSd4.tJ.Chlba-u ac JP

h(tp //Bach.lCSd4.tJ.chLba-u.acJP/SILE html

顔画像処理に関する第3種研究会の

活動報告

森島繁生(成挨大学工学部)

顔画像処理に関する第3種研
究会は､ 1996年10月発足以来､

3回の研究会を実施しました｡

第1回は1996年10月14日､

東京大学工学部1 4号館会議室
において､研究会メンバーであ

る　ATR知能映像通信研究所の

海老原氏と電子技術総合研究所の長谷川氏に講演を
お願いしました｡海老原氏には､ 1996年8月にニ

ューオJ)ンズで開かれたsTGGRAPH'96のDlgLtal

Bayouに出品した『vlrtura】歌舞伎システム』につ

いて､また長谷川氏には､ 『マルチモーダル擬人化

エージェントシステム』に関してお話を頂きました｡,

出席者は1 6名で白熱した議論が行われました｡

第2回は1996年12月25日､山手線大崎駅近く

のIMAGICA東京映像センターを会場として､ 2 1

名の参加者を集めました｡まず､メンバーそれぞれ
の顔研究の現況について持ち時間5分程度でプレゼ
ンテーションを頂き､続いてIMAGICAの見学に移

りました｡ゲームのキャラクタ映像の動き抽出には
一般的となっているMotionAnalysJS社のモーショ

ンキャプチャシステム､フイルムベースでのポスト

プロダクションのためのComposLte Image System､

クロマキーとcG映像との合成で天気予報等のTV

プログラムでは一般的となったvlrtUal Studto　シス

テムを順に拝見しました｡最後に試写室で3　D映

像を一同楽しみ､忘年会へと雪崩れ込みました｡

第3回は1997年4月26日､会場を東京芸術大学

美術学部として27名の方にお集り頂きました｡当

日は同大美術解剖学研究室の宮永先生と同所出身で
現在ATR知能映像通信研究所の棚沢氏に講清をお
願いしました｡官永先生には､ 『美術解剖学がとの
ように顔を見てきたか｣というタイトルで､また棚

沢氏には『美術解剖学による映像における表情の演
出』というタイトルでご講演を頂きました｡いずれ

も､従来のFACSとは異なるアプローチでの表情の

生成法に関してお話があり､活発な談論が行われま

した｡講演の後東京芸術大学の大石膏室の見学､さ
らに工芸科の鍛金研究室の工房を訪ね､篠原先生指

導のもと参加者はトンカチ片手に自らの作品製作に
熱中しておりましたo

という形で毎回参加者が増加傾向にある顔研究会
ですが､幹事のフットワークの重さから8ケ月ほど

のブランクが空いてしまいました｡次回はペースを

戻すべく､ 12月19日に日立製作所の青山デザイン

研究所を会場として､今年のSTGGRAPH97で話題
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HCGニューズレター(電子情報通情学会誌第884号平成10年1月25日発行付録)

となった安生氏､新井氏のお二人にご講演頂く予定
です｡特に研究会メンバーは限定していませんので､

興味を持たれた方はshigec@ee seLkeL.aC,｣Pに一報頂

ければ､御案内をさしあげます｡

HCG技術セミナー報告

勝山恒男(富士通研究所)

ヒューマンコミュニケーショングループの-舌動と

して昨年の｢ヒューマンメディア｣に引き続き､グ

ループ大会に併設して､技術セミナーを1997年3

月18日に開催しましたD

今回は､ ｢アート､アミューズメントとコミュニ

ケーション｣というテーマで､それぞれの分野でご

活躍の先生方にご講演頂きました｡このテーマは､
コミュニケーションが論理的な側面と共に､感覚.

の高さを伺わせました｡なお,今年度も3月に東京

地区にて､ ｢ポストGUI｣をテーマにいろいろな

分野の方々の多様な視点からの講演や討議が行える
ようなセミナーを企画中です｡詳細は改めて会告等

でお知らせ致しますので､多数の方々のご参加をお

願い致しますo

運営委員会委員の紹介

電子情報通信学会
ヒューマンコミュニケーショングループ

運営委員会

運営委員長　　淀川英司　(工学院大学)　　(

次期運営委員長　橋本周司　(早稲田大学)

感性的な側面を持ち､特に､後者を考慮したコミュ　　副委員長
ニケーシヨンの取り扱いがますます重要となってい　　副委員長

るとの認識のもとに､設定されたものです｡セミナ　　庶務幹専
一では､この感覚感性の側面について､一部はビデ　　庶務幹事

オ等のデモも含めて以下のように､アートから､音　　会計幹事

楽･映像･ゲームの観点から実例を交えて掘り下げ　　会計幹事
て頂きました｡

'アートとコミュニケーション

神戸芸工大　田中　央
.音楽とコミュニケーション

イメージ情報科学研　片寄　晴弘
.インタラクティブな映像によるコミュニケーショ

ン

ATR C.ソムラー

.情報化社会におけるゲーム産業の役割について

静岡大　赤尾　晃一

田中先生には､デザインの観点から､創造の原点に

ある人の感動と､それを他者に伝えるコミュニケー
ションについてお話し頂きました｡片寄先生からは､

音楽におけるインタラクティブアートについて､人

のジェスチヤなどを計測してフィードバックをかけ

る技術を､ cyber尺八の例などで解説頂きました｡

また､映像におけるインタラクティブ性については,

ATRのソムラーさんから､ Interactme Plant Growlng

等についていろいろなビデオデモを交えてお話し頂

きました｡最後に､ゲームに代表される遊びの世界

と情報化社会の関係について､赤尾先生からお話し

を頂きました｡同じコミュニケーションという言葉

も､専門分野毎にかなり異なる世界をもつというこ

とが再認識できましたoその奥行きの探さに挑む研

究開発が大いに期待されます｡
なお､当日の参加者は､ 50名を越え､ヒューマ

ンコミュニケーションという人間にとって本質であ

ると同時に､情報社会の本質にも迫る内容への関心

黒川隆夫(京都工芸繊維大学)
岸野文郎　(大阪大学)

中根一成　(三菱マテリアル)

長谷川修(電子技術総合研究所)

山崎泰弘　(KDD研究所)

内藤誠一郎(NTT基礎研究所)

企画幹事　　　勝山恒男　(宮士通研究所)

企画幹事　　　美濃導彦　(京都大学)

編集幹事　　　輿水大和　(中京大学)

編集幹事　　　森島繁生　(成膜大学)

顧問　　　　　　長尾　真　(京都大学)

顧問　　　　　塚田啓一　(松下電券産業)

顧問　　　　　原島　博　(東京大学)

顧問　　　　　　遠藤隆也　(NTTアドバンスド

テクノロジー)

顧問　　　　　　井口征士　(大阪大学)

編集後記

本年度のニューズレター発行は､財政的理由から

本号を一回だけ､しかもずいぶんと遅れてしまいま

したo皆様にはご迷惑をお掛けしました｡

さて,お忙しい中を原稿をお引き受け頂いた淀川

委員長はじめ､ご執筆下さった皆様にお礼申し上げ
ますo有り難うございましたo　また､本号および今

後のニューズレターへのご意見やご提案がございま

したら編集幹事(hlrOyaSu@sccs.chukyo-u.ac.Jp)まで

お寄せ下さいo　　　(編集幹事　輿水大和)
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